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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！
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JR連合

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
、
大
量
性
・
速
達
性
・
定
時

性
な
ど
、
鉄
道
の
特
性
を
活
か

し
、
公
共
交
通
の
持
続
的
発
展

に
向
け
た
提
言
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
事
例
研
究
を

積
み
重
ね
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。
昨
年
10
月
に
は
、
第

12
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

間
答
申
案
に
つ
い
て
提
起
し
、

　

２
月
27
日
、
議
員
会
館
に
て
、
中
長
期
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
鉄
道
特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
13
回
会
合
を
開
催
し
た
。

国
会
会
期
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
座
長
と
し
て
小
川
淳
也
衆
議
院

議
員
（
香
川
１
区
）
に
議
事
を
進
め
て
頂
い
た
。

　

本
会
合
で
は
、
昨
年
11
月
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
表
明
し
た
「
単
独

で
は
維
持
困
難
な
路
線
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て

の
考
え
方
と
今
後
の
対
応
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
答
申
策
定
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
役
割
分
担
な
ど
を
中
心
に
議
論
を
行
っ
た
。

す
べ
て
の
交
通
モ
ー
ド
が
連
携

し
た
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
の

形
成
と
交
通
事
業
者
の
み
な
ら

ず
自
治
体
や
地
域
住
民
と
一
体

に
な
っ
た
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

の
実
現
の
必
要
性
を
提
起
し
て

き
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
よ
る

「
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
あ

り
方
」
と
「
単
独
で
維
持
困
難

な
路
線
」
の
公
表
は
、
単
に
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
赤
字
路
線
の
問
題

で
は
な
く
、
地
域
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
や
地
域
そ
の
も
の
の

あ
り
方
に
対
す
る
問
題
を
突
き

付
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題

の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
鉄
道

特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
検
討
内
容
を
活
か
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
持
続
可
能
な

交
通
体
系
（
人
流
・
物
流
）
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
を
は
じ
め
道
庁
や
関
係

自
治
体
等
の
関
係
者
に
よ
る
協

議
が
真
に
誠
実
に
行
わ
れ
、
何

よ
り
も
先
ず
目
指
す
べ
き
将
来

の
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
最

優
先
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
路
線
廃
止
あ
り
き
で
は
な

く
、
将
来
の
北
海
道
内
全
体
の

人
流
・
物
流
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
各

交
通
モ
ー
ド
の
特
性
、
地
域
振

興
や
観
光
、
国
土
保
全
な
ど
も

リ
ン
ク
さ
せ
た
総
合
的
な
検
討

を
行
い
、
エ
リ
ア
の
実
情
に
即

し
た
「
持
続
可
能
な
交
通
体
系
」

を
選
択
・
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

決
し
て
感
情
論
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
の
真
の
ニ
ー
ズ
及
び
地

域
の
将
来
戦
略
を
汲
み
、
利
用

さ
れ
続
け
る
交
通
体
系
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
の
第
26

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
問
題
の
解
決
に

向
け
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

小川淳也衆議院議員を中心に喫緊の課題認識や最終
答申策定に向け活発な議論を展開する

交通運輸産業で働く仲間が結集し、2017春季生活
闘争勝利に向けて意志統一

上村市議（右手前）とともに、姶良市交通政策担当者と意見交換

民進党野田幹事長を迎え、2017春季生活闘争・政策制度要
求実現を連合加盟組織一丸となって訴える

ＪＲ連合を代表し、決意表
明する中山政治部長

地
方
議
員
団
と
考
え
る「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

 

地
域
公
共
交
通
の
課
題
と
展
望

回
定
期
大
会

を
目
途
に
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
最
終
答

申
の
策
定
を

進
め
て
い
く
。

最
終
答
申
の

内
容
も
踏
ま

え
、
Ｊ
Ｒ
北

労
組
と
連
携

し
国
政
に
も

働
き
か
け
な

が
ら
、
こ
の

　

３
月
３
日
、
都
内
に
て
、
交

運
労
協
と
連
合
「
交
通
・
運
輸
」

部
門
連
絡
会
の
合
同
主
催
の
２

０
１
７
春
季
生
活
闘
争
勝
利
総

決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
４
０

０
人
を
超
え
る
交
運
労
協
の
仲

間
ら
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

在
京
単
組
組
合
員
ら
約
30
人
が

出
席
し
た
。

　

報
道
な
ど
で
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
宅
配
事
業
者
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
を
は
じ
め
、
バ

ス
運
転
者
も
同
様
に
、
労
働
力

不
足
は
今
や
交
通
運
輸
産
業
全

体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
全

産
業
と
比
較
し
て
、
交
通
運
輸

産
業
は
労
働
時
間
が
長
く
、
賃

金
水
準
も
低
い
と
い
う
実
態
が

人
材
確
保
を
一
層
困
難
に
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
集
会
で
は
、

構
成
組
織
で
あ
る
運
輸
労
連
、

私
鉄
総
連
、
全
港
湾
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
４
産
別
が
代
表
し
て
今
次

春
季
生
活
闘
争
に
臨
む
決
意
表

明
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
中
山
耕
介
政
治
部
長
が

決
意
表
明
を
行
っ
た
。
中
山
部

長
は
、
従
来
か
ら
の
物
価
上
昇

や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
た
賃
金

引
上
げ
要
求
だ
け
で
は
な
く
、

事
業
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な

人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
賃

金
引
き
上
げ
や
労
働
条
件
の
向

上
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
人
材
不
足
や
そ

の
こ
と
に
よ
る
教
育
不
足
な
ど

は
、
不
安
全
な
事
象
、
労
働
災

害
、
事
故
な
ど
を
招
く
原
因
に

も
な
る
。
安
全
は
経
営
の
基
盤

で
あ
り
、
社
会
に
対
す
る
責
任

で
も
あ
る
。
交
通
運
輸
産
業
の

持
続
可
能
な
事
業
運
営
の
た
め

に
は
人
材
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
グ
ル
ー
プ

労
組
と
連
結
対
象
で
な
い
関
連

会
社
も
含
め
た
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ

関
係
労
働
者
の
「
底
上
げ
」
を

図
る
取
り
組
み
を
展
開
し
、
グ

ル
ー
プ
会
社
や
非
正
規
労
働
者

と
し
て
働
く
仲
間
の
春
闘
を
積

極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

社
員
の
均
等
待
遇
に
む
け
て
も

力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
、
と

力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
同
６
日
に
は
、
都
内

に
て
、
「
連
合
２
０
１
７
春
季

生
活
闘
争
・
政
策
制
度
要
求
実

現
中
央
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
在
京
組
合
員
ら
約

30
人
が
出
席
し
た
。

　

連
合
の
神
津
里
季
生
会
長
は

「
経
営
側
が
慎
重
な
姿
勢
の
中

で
は
あ
る
が
、
底
上
げ
の
た
め

に
は
、
地
域
の
活
性
化
が
必
須

で
あ
り
、
中
小
企
業
の
活
性
化

が
不
可
欠
で
あ
る
、
粘
り
強
く

交
渉
し
て
地
場
の
交
渉
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
」
と
力
強
く
訴
え
、
参

加
し
た
約
１
５
０
０
人
の
仲
間

ら
と
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
合
っ
た
。

　

第
一
先
行
グ
ル
ー
プ
の
回
答

ヤ
マ
場
と
な
る
15
日
に
向
け
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
各
地
協
も
２
月
28

日
に
中
国
、
３
月
４
日
に
北
海

道
、
７
日
に
近
畿
で
そ
れ
ぞ
れ

総
決
起
集
会
を
開
催
し
て
き
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
労
組
も
２
月

28
日
を
一
斉
要
求
日
と
し
、
順

次
、
要
求
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

92
単
組
す
べ
て
が
要
求
を
行
い
、

労
使
で
真
摯
に
協
議
を
行
っ
て

い
く
よ
う
Ｊ
Ｒ
連
合
は
各
エ
リ

ア
連
合
と
連
携
し
て
後
方
支
援

し
て
い
く
。

「
働
き
方

総
点
検
」

と
し
て
、

長
時
間
労

働
の
撲
滅

や
非
正
規

■
鹿
児
島
県
姶
良
市

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
と
も
に
鹿
児
島
県

姶
良
市
を
訪
問
し
、
組
織
内
議
員
で
あ

る
上
村
親
市
議
を
介
し
、
同
町
の
交
通

政
策
担
当
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

姶
良
市
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
日
豊
本
線
が

東
西
方
向
に
横
断
し
て
お
り
、
加
治
木

駅
・
錦
江
駅
・
帖
佐
駅
・
姶
良
駅
・
重

富
駅
の
５
駅
が
設
置
さ
れ
、
鹿
児
島
市

と
霧
島
市
の
両
方
面
に
は
幹
線
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
利

便
性
は
高
い
。
一
方
、
北
部
山
間
地
帯

は
、
南
部
平
野
地
帯
に
比
し
交
通
が
不

便
で
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る
。

　

姶
良
市
の
交
通
政
策
担
当
者
と
の
意

見
交
換
で
は
、
企
画
部
地
域
政
策
課
の

福
元
課
長
よ
り
、
「
県
内
19
市
中
で
５

番
目
の
人
口
。
唯
一
人
口
が
増
加
し
て

お
り
、
小
学
校
も
新
設
さ
れ
た
。
高
速

道
路
・
幹
線
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
と
い
っ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
自
治
体
が
Ｊ
Ｒ

九
州
と
の
協
議
や
調
整
を
行
う
際
、
窓

口
の
担
当
が
２
〜
３
年
間
で
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
自
治
体
と
事
業
者
と
の

連
携
・
意
思
疎
通
を
強
化
す
る
必
要
性

も
述
べ
ら
れ
た
。

　

姶
良
市
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る

街
で
は
あ
る
が
、
合
併
市
特
有
の
課
題

も
抱
え
る
中
で
、
新
市
と
し
て
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
と
一
体
と
な
っ
た
交
通
政

策
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
計
画

の
実
行
段
階
に
お
い
て
は
、
住
民
の
視

点
に
立
っ
た
自
治
体
と
事
業
者
と
の
間
、

あ
る
い
は
自
治
体
間
の
更
な
る
広
域
的

連
携
、
住
民
の
主
体
的
な
参
画
が
求
め

ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
「
チ
ー
ム

公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
の

形
成
に
向
け
た
活
動
の
深
度
化
、
提
言

へ
の
反
映
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

た
交
通
の
手
段
が
あ

り
、
利
便
性
は
高
い

が
都
市
の
活
力
を
失

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

新
た
な
交
通
網
を
構

築
し
、
交
流
人
口
を

増
や
し
経
済
の
活
性

化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
バ
ス
の
利
用
者

が
減
少
し
財
政
負
担

（
補
助
金
）
が
増
加
し
て
い
る
」

な
ど
と
い
っ
た
現
状
の
報
告
を
受

け
た
。

　

担
当
者
か
ら
は
、
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
骨
子
と
課
題
認

識
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
課

題
や
問
題
点
及
び
解
決
策
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
を
頂
い
た
。
Ｊ
Ｒ
に
関
連

す
る
課
題
と
し
て
は
、利
用
促
進
に

向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
を
重
視

し
た
公
共
交
通
総
合
時
刻
表
・
路

線
図
等
の
作
成
・
配
布
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
の
対
策
が
検
討
さ

ワークルール検定に挑戦してみよう！

姶良市 肥薩線

中
長
期
政
策
Ｐ
Ｔ

     「
単
独
で
維
持
困
難
な
路
線
」の
課
題
解
決
に

鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
の
検
討
内
容
を
活
か
す

中
長
期
政
策
Ｐ
Ｔ

     「
単
独
で
維
持
困
難
な
路
線
」の
課
題
解
決
に

鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
の
検
討
内
容
を
活
か
す

Ｊ
Ｒ

北
海
道
Ｊ
Ｒ

北
海
道

連
合・交
運
労
協 

17
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

ヤ
マ
場
に
む
け
て

    

粘
り
強
く
交
渉
を
展
開

連
合・交
運
労
協 

17
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

ヤ
マ
場
に
む
け
て

    

粘
り
強
く
交
渉
を
展
開

肥薩おれんじ鉄道

九州新幹線

鹿児島本線 日豊本線
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さ
れ
続
け
る
交
通
体
系
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
の
第
26

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
問
題
の
解
決
に

向
け
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
働
組
合
は
、
２
０
１
４
年
10

月
29
日
に
結
成
し
た
組
合
で
す
。
組

合
員
の
労
働
条
件
や
賃
金
な
ど
の
改

善
に
、
執
行
委
員
７
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

当
社
は
、
２
０
０
３
年
３
月
に
Ｊ

Ｒ
九
州
の
シ
ス
テ
ム
開
発
部
か
ら
分

社
化
し
、
現
在
従
業
員
数
は
約
１
２

０
人
で
す
。
会
社
設
立
当
時
は
、
ほ

と
ん
ど
が
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
出
向
者

で
し
た
が
、
現
在
、
プ
ロ
パ
ー
社
員

は
、
８
割
程
度
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

業
務
は
主
に
Ｊ
Ｒ
九
州
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
会
社
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
シ
ス
テ

ム
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
シ

ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
要
求
は
、
増

定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
労

使
間
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け

労
働
条
件
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

す
ば
か
り
で
あ
り
、
社
員
一
同
や
り

が
い
を
感
じ
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
よ
り
残
業
０
時
間
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
早
く

帰
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
の
反
面
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本

浦
和
電
車
区
事
件
は
悪
質
な
犯
罪
行
為

民
主
化
闘
争 
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本震で大規模斜面崩壊し鉄道が寸
断された現場

ＪＲ九州労組（上）、貨物鉄産労（下）の代表から、被
災者に給付金を手交

犯罪行為があった浦和電車区

第２回定期大会において、和田誠一委員長のも
と一丸となってガンバロー三唱で志気を高める

熊
本
地
震
救
援
カ
ン
パ
を
手
交

全
国
の
仲
間
か
ら
復
興
の
願
い
届
け
る

た
。
被
告
ら
は
、
最
高
裁
判
所

へ
上
告
し
た
が
、
２
０
１
２
年

２
月
６
日
、
最
高
裁
判
所
は
被

告
ら
の
上
告
を
棄
却
し
、
加
害

者
で
あ
る
被
告
７
人
全
員
を
有

罪
と
す
る
一
審
判
決
が
確
定
し

た
。
被
害
者
で
あ
る
若
手
運
転

士
は
、
２
０
０
７
年
12
月
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
を
相
手
に
復
職
を
求

め
る
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
和
解
が
成
立
し
、

２
０
１
０
年
１
月
、
晴
れ
て
８

年
半
ぶ
り
に
復
職
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
現
在
で
も
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
Ｊ
Ｒ
浦
和
電

車
区
事
件
の
被
告
と
な
っ
た
者

ら
を
「
美
世
志
会
」
と
称
し
、

合
の
悪
い
者
や
他
労
組
の
組
合

員
を
徹
底
的
に
差
別
す
る
、
彼

ら
の
異
常
な
方
針
に
起
因
す
る

悪
質
な
犯
罪
行
為
で
あ
っ
た
。

浦
和
電
車
区
事
件
以
降
、
あ
か

ら
さ
ま
な
行
為
は
影
を
潜
め
た

状
態
と
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
、

Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、

自
ら
の
組
合
員
に
対
し
、
他
労

組
組
合
員
と
の
レ
ク
や
結
婚
式

へ
の
参
加
な
ど
の
私
的
な
付
き

合
い
を
禁
止
、
方
針
に
従
わ
な

い
組
合
員
を
「
組
織
破
壊
者
」

扱
い
し
、
組
織
的
な
糾
弾
、
脅

迫
行
為
を
行
っ
て
き
た
。
ま
さ

に
排
他
主
義
的
な
行
為
で
あ
り
、

警
察
庁
や
公
安
調
査
庁
が
指
摘

す
る
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組

に
浸
透
す
る
過
激
派
集
団
を
彷

彿
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

捕
、
起
訴
さ
れ
、
東
京
地
方
裁

判
所
が
被
告
７
人
全
員
に
懲
役

１
年
〜
２
年
の
有
罪
判
決
を
下

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
こ
の

判
決
を
受
け
て
、
２
０
０
７
年

８
月
に
社
員
籍
の
あ
る
６
人
全

員
を
懲
戒
解
雇
し
た
。

　

一
方
、
被
告
ら
は
こ
の
判
決

に
対
し
て
即
日
控
訴
し
た
が
、

２
０
０
９
年
６
月
５
日
に
東
京

高
等
裁
判
所
は
被
告
ら
の
控
訴

を
棄
却
す
る
判
決
を
言
い
渡
し

Ｒ
東
日
本
・
浦
和
電
車
区
の
若

手
運
転
士
（
当
時
Ｊ
Ｒ
東
労
組

に
所
属
）
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組

合
員
と
交
遊
し
た
こ
と
な
ど
を

理
由
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
役
員

な
ど
か
ら
、
職
場
で
集
団
的
に

繰
り
返
し
激
し
く
糾
弾
、
恫
喝

さ
れ
、
組
合
脱
退
、
さ
ら
に
会

社
退
職
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た

強
要
事
件
。
事
件
の
加
害
者
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
役
員
ら
７

人
は
、
２
０
０
２
年
７
月
に
逮

　
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
と
は
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
と
浦
和

電
車
区
分
会
の
役
員
ら
に
よ
る

組
合
脱
退
お
よ
び
会
社
退
職
に

ま
で
追
い
込
ん
だ
強
要
事
件
で

あ
る
。
２
０
１
２
年
２
月
、
最

高
裁
判
所
に
よ
っ
て
加
害
者
で

あ
る
被
告
７
人
全
員
を
有
罪
と

す
る
一
審
判
決
が
確
定
し
た
。

　

２
０
０
０
年
末
か
ら
翌
年
夏

に
か
け
、
Ｊ
Ｒ
総
連
加
盟
の
Ｊ

Ｒ
東
労
組
に
加
盟
し
て
い
た
Ｊ

不
当
弾
圧
、
え

ん
罪
な
ど
と
主

張
し
た
運
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ

の
事
件
は
、「
平

和
共
存
否
定
」

と
称
し
て
、
都

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
昨
年
４
月
14

日
の
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

発
生
以
降
、
「
熊
本
地
震
救
援

本
部
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
を
中
心
と
す
る
当
該
単
組

と
連
携
を
強
化
し
、
連
合
等
の

取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
画
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

　

発
生
直
後
か
ら
、
組
合
員
の

被
災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と

併
せ
、
「
救
援
カ
ン
パ
」
の
取

り
組
み
を
全
国
の
仲
間
に
呼
び

か
け
た
。
結
果
、
２
４
０
０
万

円
を
超
え
る
カ
ン
パ
金
を
集
約

し
、
救
援
カ
ン
パ
対
策
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
、
早
期
給
付
に

向
け
た
認
定
作
業
を
進
め
て
き

た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
・

貨
物
鉄
産
労
九
州
地
区
本
部
な

ど
の
組
合
員
に
各
単
組
を
通
じ

て
、
給
付
金
が
順
次
手
渡
さ
れ

て
き
た
。
給
付
を
受
け
た
組
合

員
か
ら
は
、全
国
の
仲
間
に
向

け
て
、
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
被
災
救

援
カ
ン
パ
に
協
力
頂
い
た
、
グ

ル
ー
プ
労
組
を
含
め
た
す
べ
て

の
組
合
員
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
「
豊
肥
本
線
」
は
、

九
州
中
部
を
横
断
し
熊
本
〜
大

分
間
を
結
ぶ
地
方
交
通
線
で
あ

る
が
、
２
０
１
６
年
４
月
に
発

生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

に
よ
り
極
め
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
特
に
「
立
野
駅
〜
赤

水
駅
間
」
は
、
大
規
模
斜
面
崩

壊
を
は
じ
め
、
落
石
や
軌
道
変

状
、
駅
舎
・
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁

等
の
鉄
道
施
設
の
損
壊
な
ど
、

多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
。
更

に
、
同
年
６
月
に
発
生
し
た
大

雨
に
よ
っ
て
被
害
は
い
っ
そ
う

拡
大
し
た
。

　

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
発

生
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
加
盟
単
組
と
と
も

に
、
復
興
支
援
や
組
合
員
・
家

族
に
対
す
る
救
援
カ
ン
パ
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

九
州
等
が
受
け
た
鉄
道
被
害
か

ら
の
復
旧
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
「
が

れ
き
輸
送
」
な
ど
に
関
し
て
、

連
合
・
交
運
労
協
と
も
連
携
し
、

政
府
に
対
し
て
復
旧
に
向
け
た

支
援
を
強
く
求
め
て
き
た
。

　

豊
肥
本
線
の
大
規
模
斜
面
崩

壊
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
政
府

が
当
該
エ
リ
ア
の
鉄
道
復
旧
に
向

け
た
支
援
と
し
て
、
砂
防
事
業
や

国
道
の
復
旧
作
業
と
一
体
的
に
取

り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
中
央
本
部
と
と
も
に
現
地
に

足
を
運
び
、
大
規
模
斜
面
崩
壊

に
よ
っ
て
鉄
路
・
道
路
・
南
阿

蘇
大
橋
が
寸
断
さ
れ
た
箇
所
を

視
察
し
た
。
斜
面
に
不
安
定
な

土
砂
が
存
在
し
、
多
く
の
ク
ラ
ッ

ク
（
地
割
れ
）
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
被
害
発
生
以
降
は
危
険

な
状
況
が
続
い
て
い
た
。
そ
の

た
め
無
人
で
操
縦
で
き
る
建
設

機
械
が
投
入
さ
れ
工
事
作
業
が

行
わ
れ
て
き
て
い
た
が
、
本
年

に
入
り
、
よ
う
や
く
有
人
工
事
作

業
に
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
発
生
し

た
大
雨
を
受
け
て
、
周
辺
の
山

間
部
で
は
上
述
の
大
規
模
斜
面

崩
壊
現
場
以
外
に
も
多
数
の
斜

面
崩
壊
・
土
砂
流
入
等
が
発
生

し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
よ

る
砂
防
事
業
や
復
旧
に
向
け
た

予
算
措
置
か
ら
工
事
に
向
け
た

準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
責
任
産
別

と
し
て
、
大
規
模
災
害
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
復
旧
に
向
け
て
、
鉄
道

事
業
に
お
け
る
営
業
収
支
が
赤

字
で
あ
る
経
営
基
盤
の
脆
弱
な

企
業
を
主
た
る
対
象
と
し
た
支

援
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
「
鉄
道
軌

道
整
備
法
」
に
つ
い
て
、
適
用

条
件
緩
和
と
公
的
補
助
の
拡
充

等
、
支
援
の
強
化
を
政
治
・
行

政
等
に
強
く
求
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
利
用
者
の
た

め
に
も
、
今
後
も
継
続
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
会
社
は
昨
年
10
月

に
株
式
上
場
・
完
全
民
営
化
を

果
た
し
た
が
、
自
然
災
害
の
猛

威
に
今
後
も
高
頻
度
で
晒
さ
れ

る
中
で
、
広
大
な
エ
リ
ア
の
鉄

道
網
を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
続
け

る
と
い
う
使
命
は
極
め
て
大
切

で
重
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

や
各
加
盟
単
組
は
も
と
よ
り
、

連
合
や
交
運
労
協
と
も
連
携
を

深
め
、
地
域
公
共
交
通
の
在
り

方
や
維
持
・
発
展
に
向
け
た
公

的
支
援
ス
キ
ー
ム
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
、
既
存
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
政
治
・
行
政
や

世
の
中
へ
訴
え
る
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
く
。

JR九州システムソリューションズ労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ九州連合）

時
間
外
手
当
が
な
く
な
る

こ
と
で
生
活
が
苦
し
い
と

の
声
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
の

効
率
化
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
年

度
末
に
業
務
が
集
中
す
る

こ
と
へ
の
対
策
も
課
題
で

す
。
労
働
組
合
と
し
て
は
、

　2018年度から給付型奨学金制度
が本格的に実施される。しかし、
その規模はまだ小さく対象者も限
定的なものであり、労働者福祉中
央協議会（中央労福協）は、給付
型や無利子の奨学金の更なる拡充
、返済困難者の救済制度の改善、
学費等の教育費負担の軽減につな
げていくことを求めて運動を展開
している。ＪＲ連合も昨年秋から
各地協および各単組に団体でのア
ピールの賛同を要請してきた。
　ご協力に感謝申し上げる。

「給付型奨学金制度の創設等を求めるアピール」
全体で個人7,013人

労働・市民団体など4,933団体が賛同

Ｊ
Ｒ
九
州「
豊
肥
本
線
」の
被
災
現
場
を
視
察

熊
本
地
震
の
大
き
な
爪
痕
と

         

困
難
な
復
旧
の
取
り
組
み

「平成２８年熊本地震」
 被災地に寄り添った取り組みを展開

被災者への思いを馳せて
                    早期復旧・復興を

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース
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※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用


